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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
従来の術後患者の回復に対する評価は、主に合併症の発症率、検査データ、入院期

間等に基づいて行われてきた。しかし、近年、術後回復においても、心理面や社会面

を含むより多面的な評価が求められるようになり、術後患者の回復の質  (Quality of 
Recovery) を測る尺度が開発されてきている。看護サービスの術後回復の質への影響

に関する研究は、患者インタビューに基づく質的研究が主であり、看護サービスと患

者の回復の質を定量化した研究はみられない。そこで、本研究では消化器がんの患者

に、サービス理論に基づいて開発された看護サービスの質を測定する NURSERV-J
（下位尺度：有形性、信頼性、反応性、確実性、共感性）と術後回復の質を測定する

QoR-40J の二つの自記式質問紙の回答を依頼し、患者が感じている術後回復の質と看

護の質との関連について検討した。 
 

本研究の新知見と意義は要約すると以下のとおりである。 
消化器がんと診断され全身麻酔で手術を受けた成人患者 80 名を研究対象とした。 
1． 看護サービスの質が高いと認識している患者は術後回復の質も高かった。 
  ・術後 3 日目及び退院日の NURSERV-J 合計得点と同日の QoR-40J 合計得点は

有意な正の関連を認めた。 
  ・術後 3 日目及び退院日の NURSERV-J 合計得点を三分位にし、年齢、性別、手

術方法、手術時間で調整し、同日の QoR-40J 得点を比較した結果、有意な差

が認められ、NURSERV-J 合計得点が高いほど QoR-40J 得点が高かった。 
2． 術後 3 日目では特に【有形性】、【信頼性】、【反応性】と術後回復の質との関連が

強かった。 
  ・NURSERV-J 下位尺度得点を満点群（当該サービスの全てに満足している群）

と非満点群（当該サービスの全てに満足しているわけではない群）の二群に分

け、QoR-40J 得点を比較すると下位尺度の【有形性】、【信頼性】、【反応性】に

おいて満点群が非満点群より QoR-40J 得点が有意に高かった。 
3． 退院日では【有形性】、【信頼性】、【反応性】に加えて【確実性】、【共感性】と術

後回復の質との関連も強くなった。 
  ・NURSERV-J 下位尺度得点を満点群と非満点群の二群に分け、QoR-40J 得点を

比較すると【確実性】【共感性】においても満点群が非満点群より QoR-40J 得

点が有意に高かった。 
本研究は、量的研究方法によって、看護サービスの質が高いと術後患者の主観的な

回復の質が高いことを明らかにした。本研究結果は周術期看護に有意義な知見を提供

した。 
以上の理由により、本研究は博士（看護学）の学位を授与するに相応しい価値を有

するものと評価した。 






